
小
国
の
郷
に
い
ち
早
く
秋
を
告
げ
る
下
城
の
大

イ
チ
ョ
ウ
。
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
が
始
ま
る
と
、
さ

あ
秋
祭
り
の
季
節
で
す
。
秋
晴
れ
の
中
、
笑
顔

あ
ふ
れ
た
場
面
を
今
月
号
で
は
紹
介
し
ま
す
。

裏
表
紙
と
あ
わ
せ
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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話題

　

明
治
45
年
6
月
5
日
生
ま
れ
の
永
石
前
昌
さ
ん
（
宮

原
）
と
大
正
元
年
11
月
12
日
生
ま
れ
の
松
﨑
マ
キ
ヨ
さ
ん

（
宮
原
）
、
そ
し
て
大
正
2
年
3
月
31
日
生
ま
れ
筑
紫
テ

イ
さ
ん
（
北
里
）
は
、
今
年
百
歳
。

　

そ
の
お
祝
い
と
し
て
９
月
26
日
、
北
里
耕
亮
小
国
町
長
か

ら
内
閣
総
理
大
臣
祝
状
と
記
念
品
が
伝
達
さ
れ
、
小
国
町
か

ら
も
賞
状
・
記
念
品
代
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

自
宅
や
入
所
施
設
で
家
族
や
職
員
に
囲
ま
れ
て
、
に
こ
や

か
な
表
情
で
周
り
の
人
た
ち
を
和
ま
せ
て
い
る
み
な
さ
ん
。

こ
れ
か
ら
も
お
元
気
で
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
ね
。

　

永
年
に
渡
り
無
事
故
運
転
を
続
け
、
他

の
模
範
に
な
り
、
交
通
安
全
推
進
の
た
め

に
献
身
的
な
努
力
を
し
た
人
の
多
大
な
功

績
に
対
し
て
贈
ら
れ
る
永
年
無
事
故
運
転

者
等
表
彰
。
今
年
も
多
く
の
皆
さ
ん
が
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
も
交
通
安
全
運
転
を
続
け
、
模
範

運
転
者
と
し
て
小
国
地
区
の
交
通
安
全
推

進
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

受
賞
者
の
皆
さ
ん
、
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。　
　
　
　

（
以
下
、
敬
称
略
）

◎
40
年
無
事
故
無
違
反
表
彰

　

秋
吉
春
代　
　

大
塚
壽
臣

　

河
津
信
子　
　

川
述
寿
一
郎

　

木
藪
節
男　
　

定
宗
佐
代
子

　

佐
藤
哲
夫　
　

佐
藤
光
子

　

高
野
レ
イ
子　

時
松
マ
サ
子

　

橋
本
ち
づ
子

◎
30
年
無
事
故
無
違
反
表
彰

　

池
田
正
晴　
　
　

河
津
ス
ミ
子

　

杉
野
キ
ョ
ウ
子　

時
松
富
貴
子

　

日
本
遺
族
会
創
立
65
周
年
記
念
式
典

が
９
月
18
日
、
東
京
都
日
本
青
年
会
館
大

ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
、
小
国
町
遺
族
会
副

会
長
の
秋
吉
桂
子
さ
ん
（
上
田
）
が
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。
秋
吉
さ
ん
の
永
年
に
わ
た

る
遺
族
会
運
営
の
功
績
が
認
め
ら
れ
た
も

の
で
す
。

　

な
お
、
こ
の
記
念
式
典
は
、
天
皇
皇
后

両
陛
下
、
内
閣
総
理
大
臣
外
多
数
ご
臨
席

の
も
と
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

日
本
遺
族
会
創
立
65
周
年
記
念
式
典
表
彰

祝百歳
おめでとうございます

平成24年度永年無事故運転者等表彰式

Congratulations!

永石　前昌さん（左上）
　松﨑マキヨさん（左下）
　　筑紫　テイさん（右下）

2OGUNI 2012.11



話題

◎男子の部
　優　勝　大成中学校（愛知）
　　準優勝　静岡学園中学校（静岡）
　　　３　位　小国中学校（熊本）
　　　　３　位　田主丸中学校（福岡）

◎女子の部
　優　勝　沖学園中学校（福岡）
　　準優勝　桜木柔道クラブ（熊本）
　　　３　位　白光中学校（福岡）
　　　　３　位　野坂中学校（広島）

第６回涌峰旗中学生柔道大会

地域との交流授業−家庭科−を開催

Oguni Junior High School    &    Oguni High School

熊本県人権子ども集会開催

　第６回涌峰旗中学生柔道大会が 10 月７日に小
国ドームで開催されました。
　選手宣誓は、小国中学校柔道部新主将の古庄
涼哉君。「精力善用・自他共栄の精神のもと、この
小国の地で正々堂 と々戦うことを誓います！」 と力強
く宣誓。
　この大会には、熊本県内外だけでなく九州と全
国各地から４百人余りの子どもたちが集結。今年
も、全国大会上位常連校も多数参加して熱戦が繰
り広げられ、レベルの高い大会になりました。
　小国中学校男子は、準決勝で静岡学園中学校に
敗れ、第３位でした。結果は、次のとおりです。

　小国高校２年１組と２組は９月 19・20 日、小国町食生活改善
推進員協議会の皆さんを迎えて、｢地域との交流調理実習｣ を行い
ました。今回のテーマは、「牛乳レシピ」。春巻きやタンタン麺など
の中華料理に牛乳を使いました。「料理のことがよくわかった」と
新たな発見があったようで生徒たちも喜んでいました。
　また９月 27 日には、２年２組の生徒たちが ｢赤ちゃんとの交流
会｣ に臨みました。小国町と南小国町の保健師が指導、小国町隣
保館で行われました。
　赤ちゃんと触れ合ったり、お母さんの話を聞いたり、とても楽し
そうに活動していた生徒たちからは、

「赤ちゃんは、柔らかくあたたかい」
「自分が親になった時にこの経験を生
かしたい」などの感想があり、貴重な
経験になったようです。

　平成 24 年度熊本県人権子ども集
会が 10 月 13 日、パークドーム熊
本で開催されました。当日は県内各
地の小中学校生ら約７千人が参加。
企画・運営・進行等をすべて中高
生が行い、体験・活動報告では南
関第四小学校と鶴城中学校の生徒、
そして阿蘇中央高校３年生の男子
生徒が、人権についての学校での
取組やそれぞれの体験等について
発表しました。いずれも共通して、
自分の想いを誰かに伝える勇気を
持つこと、その想いを理解する、し
ようとする姿勢と思いやりを持つこ
と、家族や友だちと「つながり」を
持つことが大切だと話していました。
　その後、「それぞれの環境は違っ
ていてもみんな同じ人間、心をひと
つにして笑顔でいられるように、差
別やいじめをなくしていこう」と集
会アピールを採択して閉会しまし
た。
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小
国
町
の
観
光
ゆ
る
キ
ャ
ラ
「
お
ぐ
た

ん
」
が
10
月
18
日
、
２
０
１
２
ふ
る
さ
と

の
秋
祭
り
で
デ
ビ
ュ
ー
し
ま
し
た
。

　

「
お
ぐ
た
ん
」
は
、
小
国
町
観
光
振

興
会
議
が
今
年
の
１
月
に
町
内
外
に
小

国
町
の
観
光
ゆ
る
キ
ャ
ラ
の
デ
ザ
イ
ン

を
募
集
し
、
選
ば
れ
た
も
の
で
、
小
国

町
の
ジ
ャ
ー
ジ
ー
牛
が
モ
チ
ー
フ
、
緑

色
の
帽
子
に
は
特
産
の
小
国
杉
が
イ

メ
ー
ジ
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
、
く
ま
モ
ン
と
北
里
耕
亮
町

長
と
一
緒
に
賑
わ
い
パ
レ
ー
ド
に
参

加
。
子
ど
も
の
部
の
パ
レ
ー
ド
終
了
後

に
は
、
肥
後
銀
行
前
で
幼
稚
園
児
や
保

育
園
児
と
一
緒
に
く
ま
モ
ン
体
操
を
踊

る
な
ど
子
ど
も
た
ち
に
も
と
て
も
喜
ん

で
も
ら
う
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

今
後
も
町
内
の
皆
さ
ん
に
早
く
覚
え

て
も
ら
え
る
よ
う
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
通

じ
て
紹
介
を
し
て
い
き
ま
す
。

　

「
新
鳥
栖
駅
観
光
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
連
絡
会
」
主
催
に
よ
る
第
４
回
ぐ
る

り
ん
観
光
物
産
展
が
10
月
21
日
、
新
鳥

栖
駅
で
開
催
さ
れ
、
小
国
町
観
光
振
興

会
議
が
参
加
し
、
杖
立
温
泉
、
わ
い
た

温
泉
郷
の
指
湯
に
よ
る
ミ
ニ
湯
め
ぐ
り

コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
た
観
光
Ｐ
Ｒ
を
行

い
ま
し
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
に
は
、
連
絡
会
に
加
盟
し

て
い
る
熊
本
や
佐
賀
、
長
崎
、
福
岡
の

４
県
か
ら
各
団
体
が
参
加
。
物
産
や
観

光
Ｐ
Ｒ
、
ゆ
る
キ
ャ
ラ
写
真
会
な
ど
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
会
場

に
は
同
日
開
催
の
Ｊ
Ｒ
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

参
加
者
も
来
場
し
た
こ
と
も
あ
り
、
大

変
賑
い
ま
し
た
。

　

同
会
議
は
、
今
後
も
町
内
団
体
と
の

連
携
を
深
め
小
国
町
の
観
光
Ｐ
Ｒ
を

行
っ
て
い
く
予
定
で
す
。

　

平
成
17
年
か
ら
小
国
町
と
「
う
る
る

ん
体
験
学
習
」
で
交
流
の
あ
る
北
九
州

市
に
10
月
６
日
、
日
本
最
大
級
の
ビ
オ

ト
ー
プ
「
響
灘
ビ
オ
ト
ー
プ
」
（
若
松

区
）
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
ビ
オ

ト
ー
プ
と
は
、
多
く
の
生
き
物
が
生
息

す
る
空
間
の
こ
と
。

　

こ
の
ビ
オ
ト
ー
プ
は
廃
棄
物
処
分
場

と
し
て
昭
和
55
年
か
ら
埋
め
立
て
た
結

果
、
絶
滅
危
惧
種
を
含
め
約
５
０
０
種

類
の
生
物
が
生
存
し
て
い
る
約
４1
ｈ
ａ

の
自
然
の
楽
園
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
響
灘
ビ
オ
ト
ー
プ
の
オ
ー
プ

ン
を
記
念
し
て
ネ
イ
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー

内
に
小
国
杉
の
展
示
Ｐ
Ｒ
と
環
境
未
来

都
市
で
あ
る
北
九
州
市
の
環
境
行
政
の

取
り
組
み
に
敬
意
を
表
し
、
小
国
杉
製

の
「
情
報
掲
示
板
」
と
「
見
ど
こ
ろ

マ
ッ
プ
台
」
、
そ
し
て
「
壁
面
パ
ネ

ル
」
の
３
点
を
寄
贈
し
ま
し
た
。

 

小
国
町
も
現
在
「
環
境
モ
デ
ル
都

市
」
を
め
ざ
し
、
全
国
の
環
境
未
来
都

市
の
ト
ッ
プ
を
進
む
北
九
州
市
と
環
境

を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
た
新
た
な
連
携
し

た
取
り
組
み
を
図
っ
て
行
こ
う
と
し
て

い
ま
す
。

　

北
九
州
市
へ
行
っ
た
時
に
は
、
ぜ
ひ

「
響
灘
ビ
オ
ト
ー
プ
」
へ
お
立
ち
寄
り

く
だ
さ
い
。

　

小
国
町
消
防
団
の
部
長
２
人
と
班
長

２
人
が
10
月
13
・
1４
日
の
両
日
、
団
員

初
級
幹
部
科
に
入
校
し
て
き
ま
し
た
。

入
校
さ
れ
た
消
防
団
員
の
皆
さ
ん
、
大

変
お
疲
れ
様
で
し
た
。

★
初
級
幹
部
科
入
校
者
（
敬
称
略
）

　

第
六
分
団
部
長　

杉
野
裕
一
朗

　

第
六
分
団
部
長　

原
部
春
生

　

第
二
分
団
班
長　

渡
邉
辰
雄

　

第
五
分
団
班
長　

石
橋
範
敏

小
国
町
観
光
ゆ
る
キ
ャ
ラ

　
お
ぐ
た
ん
　
秋
祭
り
で
デ
ビ
ュ
ー

小
国
町
観
光
振
興
会
議

�

「
ぐ
る
り
ん
観
光
物
産
展
」参
加

北
九
州
市「
響
灘
ビ
オ
ト
ー
プ
」に

�

小
国
杉
製
品
贈
呈

熊
本
県
消
防
学
校
入
校
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日
に
日
に
寒
さ
が
厳
し
く
な
り
、
暖
房
機
器
が
恋
し

く
な
る
季
節
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
、
空
気
が
乾

燥
し
火
災
が
発
生
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
悲
惨
な
火
災

を
防
止
す
る
た
め
、
11
月
９
日
か
ら
15
日
の
間
、
全
国

一
斉
に
秋
の
火
災
予
防
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

平
成
24
年
度
全
国
統
一
防
火
標
語

　
　
消
す
ま
で
は
　

　
　
　
　
出
な
い
行
か
な
い
　
離
れ
な
い

　

10
月
１
日
付
け
で
北
部
分
署
の
定
期
異
動
が
あ
り
ま

し
た
。

　

本
年
度
に
採
用
さ
れ
た
新
人
が
、
消
防
学
校
の
初
任

科
教
育
を
終
え
北
部
分
署
に
配
属
さ
れ
ま
し
た
。

　

消
防
一
課　

　
　
　

宮
﨑
太
佑
（
小
国
町
出
身
）

　

消
防
三
課　

　
　
　

大
塚　

達
（
小
国
町
出
身
）

 

152

▼
秋
の
火
災
予
防
運
動

▼
新
職
員
紹
介

防災豆知識　№4 火　災　予　防
今回は、火災予防対策について説明します。
11月9日から15日までの一週間、秋季全国火災予防
運動です。寒くなり家庭でも火気を使うことが多くなり
ます。あらためて日常の生活を振り返り、日ごろから火
災の予防を心がけましょう。

①通報

◆主な出火原因別防火のポイントは、
　右の5つ

◆初期消火の３原則
◇寝る前には火の元を確認しましょう！◇

②初期消火

③避難

大きな声で「火事だ！」と叫び、隣近所に知らせる。
声が出ない時は音の出るものをたたいて知らせ
る。小さな火で必ず119番に通報する。

備え付けの消火器のほか、水や座布団など身近の
ものを活用して消火する。

火が天井に届いてしまったら、まよわず避難する。
避難する時は燃えている部屋の窓やドアを閉めて
空気を遮断する。

①たばこ
●寝たばこは絶対しない
●大きめの灰皿を使い、水を入れておく
● 吸殻はくずかごに捨てず、水をかけて
　生ごみと一緒に捨てる

③火遊び
● ライターやマッチを子どもの手の届く場所に置

かない
●子どもだけを残して外出しない
●花火をする時は、大人と一緒

⑤コンロ
● 料理中にその場を離れない（天ぷら油は約

360℃になると自動発火します）
●周囲に燃えやすいものを置かない
●着衣への引火に注意する

④暖房機
●近くで洗濯物を乾かさない
●周囲に燃えやすいものを置かない
●完全に火が消えたことを確認する

②電気類
●コンセントやプラグにホコリをためない
●たこ足配線しない
●コードの上に重いものを置かない
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世
界
人
権
宣
言
が
採
択
さ
れ
た
12
月

10
日
（
１
９
４
８
年
）
を
記
念
し
て
、

国
際
連
合
で
は
毎
年
こ
の
日
を
「
人
権

デ
ー
」
と
定
め
て
い
ま
す
。

　

法
務
省
と
全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合

会
は
、
こ
の
日
を
最
終
日
と
す
る
一
週

間
を
「
人
権
週
間
」
と
し
て
、
人
権
尊

重
思
想
の
普
及
高
揚
に
努
め
て
い
ま

す
。

　

今
年
度
の
重
点
目
標
を
「
み
ん
な
で

築
こ
う 

人
権
の
世
紀 

～
考
え
よ
う
相

手
の
気
持
ち 

育
て
よ
う 

思
い
や
り
の

心
～
」
と
し
て
、
次
の
強
調
事
項
を
掲

げ
て
い
ま
す
。

〇
女
性
の
人
権
を
守
ろ
う

〇
子
ど
も
の
人
権
を
守
ろ
う

〇 

高
齢
者
を
大
切
に
す
る
心
を
育
て
よ

う
〇 

障
が
い
の
あ
る
人
の
自
立
と
社
会
参

加
を
進
め
よ
う

〇
部
落
差
別
を
な
く
そ
う

〇 

ア
イ
ヌ
の
人
々
に
対
す
る
理
解
を
進

め
よ
う

〇
外
国
人
の
人
権
を
尊
重
し
よ
う

〇 

Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
や
ハ
ン
セ
ン
病
患
者

等
に
対
す
る
偏
見
を
な
く
そ
う

〇 

刑
を
終
え
て
出
所
し
た
人
に
対
す
る

偏
見
を
な
く
そ
う

〇 

犯
罪
被
害
者
と
そ
の
家
族
の
人
権
に

配
慮
し
よ
う

〇 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
悪
用
し
た
人
権

侵
害
を
や
め
よ
う

〇 

北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵
害
問
題

に
対
す
る
認
識
を
深
め
よ
う

〇 

ホ
ー
ム
レ
ス
に
対
す
る
偏
見
を
な
く

そ
う

〇 
性
的
指
向
を
理
由
と
す
る
差
別
を
な

く
そ
う

〇 

性
同
一
性
障
害
を
理
由
と
す
る
差
別

を
な
く
そ
う

〇
人
身
取
引
を
な
く
そ
う

〇 

東
日
本
大
震
災
に
起
因
す
る
人
権
問

題
に
取
り
組
も
う

-------------------------------

『
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
』

全
国
一
斉　

強
化
週
間
の
お
知
ら
せ

-------------------------------

　

法
務
省
人
権
擁
護
局
と
全
国
人
権
擁

護
委
員
連
合
会
は
、
全
国
一
斉
「
女
性

の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
強
化
週
間
を

実
施
し
ま
す
。
こ
れ
は
、
夫
・
パ
ー
ト

ナ
ー
か
ら
の
暴
力
や
ス
ト
ー
カ
ー
な
ど

の
事
案
が
依
然
と
し
て
数
多
く
発
生
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
女
性
を

め
ぐ
る
様
々
な
人
権
問
題
の
解
決
を
図

る
た
め
の
人
権
相
談
活
動
を
強
化
す
る

た
め
で
す
。

　

相
談
内
容
に
つ
い
て
の
秘
密
は
厳
守

し
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

◎
実
施
期
間

　

11
月
12
日
（
月
）
～
18
日
（
日
）

◎
実
施
時
間

　

平
日　

午
前
８
時
半
～
午
後
７
時

　

土
日　

午
前
10
時
～
午
後
５
時

◎
相
談
担
当
者

　

人
権
擁
護
委
員
・
法
務
局
職
員

◎
相
談
内
容

　

 

夫
・
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力
（
Ｄ

Ｖ
）
、
職
場
等
に
お
け
る
セ
ク
シ
ュ

ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
等
女
性
を
め

ぐ
る
様
々
な
人
権
課
題

※ 

熊
本
地
方
法
務
局
で
は
、
開
庁
日
の

午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
15
分

ま
で
、
常
時
、
同
じ
専
用
電
話
番
号

で
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。　

第 17回
小国町人権啓発
フェスティバル

開　催

　第 17 回小国町人権啓発
フェスティバルが人権週間
期 間 中 の 12 月 8 日（ 土 ）
に隣保館と小国高校体育館
を主会場にして、開催され
ます。
皆さん、お誘い合わせの上、
お越しください。
　詳細は、実行委員会発行
の案内チラシをご覧くださ
い。
問　小国町隣保館
　　☎ 46-5720

「
女
性
の
人
権

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」

相
談
専
用
電
話
番
号
　

０
５
７
０
‐
０
７
０
‐
８
１
０

（
ゼ
ロ
ナ
ナ
ゼ
ロ
の
ハ
ー
ト
ラ
イ

ン
） 

第64回

12月4日（火）～10日（月）

人権週間
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　11月20日(火)～11月25日(日)　入場無料

　熊本県立伝統工芸館は、陶芸や竹細工、染色、
木工など熊本県のさまざまな工芸を収集し、展
示や販売をしている施設。その伝統工芸館の巡
回展が坂本善三美術館本館で開催されます。お
皿や茶碗などはもちろん、竹かごや肥後象嵌（ひ
ごぞうがん）などの工芸品や、おばけの金太や
彦一ごまといった郷土玩具など、見るだけでなく
触って楽しむことができる展覧会です。
　期間中は、伝統工芸館職員が常駐しているの
で、詳しい解説を聞くこともできます。また、食
器など工芸品の販売もあります。毎日の生活の
中で職人の手による工芸品を使うと、豊かな気
分になれそうです。お誘い合わせのうえ、ぜひ
お越しください。
問坂本善三美術館　☎ 46-5732

熊本県伝統工芸館巡回展開催

美術館
SAKAMOTO ZENZO MUSEUM OF ART

ツナグ／辻村深月
�　たった一度死者と再会でき
るならあなたは誰に会いたい
ですか。大切な人を失った後
悔を抱えならがどう生きるの
か。誰もが直面する苦悩を描
いた吉川英治文学新人賞を受	

	 									賞した話題作。

光圀伝／沖方　丁
　何故この世に歴史が必要な
のか。生涯を賭した大日本史の
編纂。大切な者の命を奪っても
突き進まなければならなかっ
た孤高の虎・水戸光圀の生き様
に迫る。天地明察の著者が放つ	

	 											時代小説第二弾。

洗面器でヤキごはん／
石田ゆうすけ
　洗面器でご飯を食べるアフ
リカ、美女も虫を食べるアジ
ア民族の数だけ独特の食文化
がある。自転車で世界を巡り、
食べ物を通じて出会った人 	々

	 									や風景を描く。

早っ！ベストおかず５０６
　0分・5分・10分・15分と短
時間で、すばやくできるおか
ずを紹介。毎日の食卓に、お弁
当作りにと忙しい方に頼りに
なる1冊。

あみだ杉の館　　46-3310
開館時間：月曜～土曜10時から18時

休館日 ： 日曜　祝祭日

本着新 内案ご
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◎
対
象
疾
病
・
効
果

・ 

子
宮
頸
が
ん
の
原
因
で
あ
る
発
が

ん
性
Ｈ
Ｐ
Ｖ
（
ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ

ウ
イ
ル
ス
）
感
染
の
50
～
70
％
を

防
ぎ
ま
す
。

・ 
子
宮
頸
が
ん
予
防
に
は
、
10
代
前

半
で
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
推
奨
さ

れ
て
い
ま
す
。

・ 

20
歳
か
ら
の
子
宮
頸
が
ん
検
診
を

定
期
的
に
受
け
る
こ
と
で
早
期
発

見
に
つ
な
が
り
ま
す
。

◎
接
種
対
象
者
・
接
種
回
数

　

小
学
６
年
生
～
中
学
９
年
生
の
女
子

◎
指
定
医
療
機
関
（
要
予
約
）

　

小
国
公
立
病
院

　

お
ぐ
に
整
形
外
科

　

お
お
む
ら
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

問
小
国
町
役
場　

福
祉
課　

保
健
師

　

☎
46
‐
２
１
１
６

　

全
国
的
に
高
齢
者
を
狙
っ
た
消
費

者
被
害
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

被
害
の
形
態
は
、
「
会
社
の
信
託

受
託
権
の
購
入
」
、
「
会
社
株
券
の

購
入
」
、
「
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業

へ
の
投
資
信
託
権
の
購
入
」
、
「
外

国
為
替
の
購
入
」
等
が
あ
り
、
い
ず

れ
も
電
話
に
よ
る
「
劇
場
型
の
勧

誘
」
で
す
。

～
「
劇
場
型
の
勧
誘
と
は
」
～

　

詐
欺
を
目
的
と
し
て
複
数
の
業
者

を
装
い
、
演
劇
的
な
勧
誘
を
す
る
手

口
で
す
。

① 

ま
ず
最
初
に
、
業
者
Ａ
か
ら
会
社

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
が
送
ら
れ
て
き

ま
す
。
内
容
は
、
各
種
事
業
の
説

明
が
書
か
れ
た
も
の
で
す
。

② 

数
日
後
、
別
な
業
者
Ｂ
か
ら
、
「
Ａ

業
者
か
ら
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
届
い
て

い
な
い
か
。
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
届
い

た
人
し
か
購
入
す
る
権
利
が
な
い
。

権
利
を
購
入
し
て
頂
け
れ
ば
、
後
で

当
社
が
高
く
買
い
取
る
」
等
と
必
ず

儲
か
る
と
い
う
よ
う
な
電
話
が
か

か
っ
て
き
ま
す
。

③ 

高
く
買
い
取
っ
て
く
れ
る
の
で
あ

れ
ば
儲
か
る
と
思
い
、
業
者
Ａ
に

連
絡
す
る
と
「
10
口
以
上
で
な
い

と
販
売
で
き
な
い
」
と
高
額
な
権

利
の
購
入
を
要
求
さ
れ
ま
す
。

④ 

再
び
業
者
Ｂ
に
電
話
す
る
と
「
購

入
し
た
権
利
は
、
全
部
高
額
で
買

い
取
る
の
で
、
購
入
し
て
く
だ
さ

い
」
と
返
事
が
あ
り
、
業
者
Ａ
に

購
入
を
申
込
、
代
金
を
支
払
う
と

権
利
書
が
送
ら
れ
て
き
ま
す
。

⑤ 

以
後
、
業
者
Ｂ
に
買
い
取
り
の
電

話
を
し
て
も
、
連
絡
が
取
れ
な
く

な
る
と
い
う
手
口
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
電
話
勧
誘
に
は
十
分

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
依
然
と
し
て
健
康
機
器
や

健
康
食
品
の
訪
問
販
売
、
悪
質
商
法

に
よ
る
商
品
販
売
の
被
害
も
後
を
絶

ち
ま
せ
ん
。

　

小
国
町
役
場
で
も
消
費
生
活
相
談

窓
口
を
設
置
し
、
相
談
員
に
よ
る
電

話
相
談
も
受
け
て
い
ま
す
の
で
、
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
小
国
町
消
費
生
活
相
談
窓
口

　

相
談
日　

毎
週
火
・
木
曜
日

　

時　

間　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

　

直　

通　

☎
46
‐
２
２
０
６

126

ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
・
小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン

事
業
対
象　

平
成
25
年
3
月
31
日
ま
で
の
接
種

接
種
費
用　

無
料

消
費
者
被
害
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

重
い
疾
病
か
ら
子
ど
も
た
ち
を
守
ろ
う

　
　
～�
ワ
ク
チ
ン
接
種
事
業
が
行
わ
れ
て
い
ま
す�

～

◎
対
象
疾
病
・
効
果

・ 

ヒ
ブ
（
ヘ
モ
フ
ィ
ル
ス
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
菌
ｂ
型
）
、
肺
炎
球
菌
を
原
因
と
す

る
感
染
症
（
髄
膜
炎
・
敗
血
症
、
関
節

炎
な
ど
）
を
防
ぎ
ま
す
。

・ 

ヒ
ブ
髄
膜
炎
は
、
特
に
１
歳
代
ま
で
の

発
症
が
過
半
数
を
占
め
、
0.4
～
4.6
％
が

死
亡
、
11
・
１
～
27
・
９
％
が
聴
覚
障

害
等
の
重
度
の
後
遺
症
を
生
じ
る
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

・ 

肺
炎
球
菌
に
よ
る
髄
膜
炎
は
、
特
に
2

歳
未
満
の
乳
幼
児
に
リ
ス
ク
が
高
く
、

約
2
％
が
死
亡
、
約
10
％
が
聴
覚
障
害

等
の
重
度
の
後
遺
症
を
生
じ
る
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

◎
接
種
対
象
者
・
接
種
回
数

　

０
歳
か
ら
４
歳
児
（
１
回
～
４
回
）

　

 

※
注
意　

接
種
を
開
始
し
た
年
齢
で
回

　
　
　
　

数
が
異
な
り
ま
す
。

◎
指
定
医
療
機
関
（
要
予
約
）

　

小
国
公
立
病
院　

小
児
科

　

た
く
も
と
小
児
科
（
阿
蘇
市
）

寄
附
の
お
礼

　

宮
原
上
町
の
時
松
優
子
様
か
ら

多
額
の
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

ご
厚
意
に
感
謝
し
厚
く
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
ご
意
向

に
添
え
る
よ
う
福
祉
や
教
育
等
の

振
興
の
た
め
有
意
義
に
活
用
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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子育て

小国町子育て支援拠点

カンガルーのぽっけ
★北里保育園運動会に参加しました！
　 　連休にもかかわらず沢山のご参加を頂きあ

りがとうございました。子どもたちの可愛らしい
姿に会場がほのぼのと癒されました♪

★宮原保育園交流会
　�保育園の元気な子どもたちとの交流会です。
　どうぞお気軽にご参加くださいね。
　◎日時　12月4日(火) 10:30～11:30
　◎場所　宮原保育園

★子育てひろば　リサイクルバザー
　活用できる品物がみつかるかも？
　当日までリサイクル品募集を行っています。
　◎日時　12月11日(火) 13:30～16:00　
　◎場所　カンガルーのぽっけ

子育てカレンダー
子育て支援拠点  　☎ 46-6656　　パラソルセンター　☎ 46-5720
 カ  カンガルーのぽっけ　  パラソル  パラソルセンター
 開発  開発センター

11/16 金 ほっと・カフェ13：30～  カ 

18 日 おもちゃ図書館“ミルク” パラソル  9：00～12：00
19 月 自由遊び  カ 

20 火 子育てひろば  カ  13：30～
21 水 自由遊び  カ 

22 木 なかよしくまさん パラソル  10：00ハッピー・カフェ
26 月 自由遊び  カ 

27 火 自由遊び  カ 

29 木 北里保育園お楽しみ会参加 10：45～
30 金 自由遊び  カ 

12/1 土 おもちゃ図書館“ミルク” パラソル 9：00～12：00

3 月 自由遊び  カ 

4 火 宮原保育園交流会10：30～11：30
5 水 ブック・スタート 開発 13：30
6 木 ぽっけの日クリスマスグッズ作り11：00～ カ 

10 月 自由遊び  カ 

11 火 リサイクルバザー

13 木
なかよしくまさん10：00～   カ  クリスマス飾
り作り

平成25年度　保育園入園のご案内

　来年度の小国町立保育園の入園申込みを次の
とおり受付けます。保育園は働く保護者の子育て
を応援します。恵まれた環境の中で発達段階に応
じた養護と教育を行い、心身ともにたくましく豊か
な感性を持った子どもに育つよう、家庭と役割を
分かち合いながら共に保育を進めて行きます。保
育園に入園できる子どもは、両親いずれも（両親
と別居している場合には子どもの面倒を見ている
者）が次のいずれかの事情のある場合です。以
下の基準に該当しない場合は、入園できません。
① 昼間に家庭外で働いていることを常態としてい

ること。
② 昼間に家庭内で家事以外の仕事をすることを常

態としていること。
③ 死亡、行方不明、拘禁などの理由で親がいな

い場合。
④ 親が出産の前後、病気、負傷、心身に障害あっ

たりする場合。
⑤ 長期にわたり疾病の状態にある、又は精神か身

体に障害を有する同居の親族を常時介護してい
る場合。

⑥ 震災、風水害、火災その他の災害の復旧にあたっ
ている場合の事情。

◎保育料
　 　国の基準により前年の所得や税額、前年度の

町民税額等によって決定します。2 人の子ども
が同時に入園した場合は 2 人目の保育料は半
額に、3 人の子どもが同時に入園した場合は 3
人目の保育料は無料になります。

◎給　食
　 　発育期にある子どもにとって大切な食事。栄

養バランスの取れたおかずと、牛乳または果物
等。毎日のおやつは手作りを実施しています。

◎受付期間
　11 月 30 日（金）まで（土日祝日を除く）
◎申込場所 宮原保育園　☎ 46-2439
  北里保育園　☎ 46-3182
  下城保育園　☎ 46-3553
  蓬莱保育園　☎ 46-2180
◎入園手続きの方法
　 　申込用紙は各保育園と小国町役場福祉課に

備えてあるので、印鑑をご持参のうえお越しくだ
さい。尚、年度途中の入園をご希望の方もこの
期間に手続きをしてください。

問小国町立宮原保育園　☎ 46-2439
9 OGUNI 2012.11



◎
香
典
返
し
と
し
て

　

北
里
明
野

　

宮
原
柏
田

　

上
田
坂
本

　

下
城
秋
原

　

西
里
岳
湯

福祉防犯・入札

　

次
の
み
な
さ
ん
か
ら
寄
付
し
て
い

た
だ
い
た
の
で
、
お
礼
と
と
も
に
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

　

皆
様
か
ら
い
た
だ
い
た
寄
付
金

は
、
小
国
町
の
社
会
福
祉
事
業
に
有

意
義
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
　
　
　

小
国
町
社
会
福
祉
協
議
会

◎
寄
付
と
し
て

　
　

簡
保
小
国
14
Ａ
旅
行
会

　
　
　
　
　
　

代
表　

永
田
武
男
様

社
協
告
知
板

時
松　

利
行
様

故
人
ハ
ツ
エ
様

髙
野  

正
一
様

故
人  

紀
子
様

中
島  

克
幸
様

故
人
今
朝
德
様

宮
﨑  

文
亮
様

故
人
シ
ヅ
エ
様

石
松
喜
久
男
様

故
人  

文
江
様

入 札 結 果 の お 知 ら せ
入札日：平成24年10月4日

工　事　・　委　託　名 業　者　名
請負・委託

額(円)
松原地区治山測量設計業務委託 ㈲新興測量設計 252,000
明里野地区水路復旧測量設計業務
委託 ㈲新興測量設計 231,000

城地区水路整備測量設計業務委託 ㈲新興測量設計 535,500
小国ドームトイレ改修等工事 ㈲穴井住設 3,155,250
学びやの里木魂館施設改修工事 ㈲鳩野建設 4,693,500
町営倉原住宅建設設計業務委託 北里建築設計事務所 2,982,000
木野里荘避難路整備工事 ㈱橋本建設 6,195,000
上水道第1工区配水管布設替工事 ㈲財津総業 23,835,000
上水道第2工区配水管布設替工事 宮崎ポンプ店 9,450,000
上水道第3工区配水管布設替工事 伊藤鉄工所 16,380,000
上水道第4工区配水管布設替工事 ㈲宇野電器 9,156,000
小国公立病院屋根防水改修工事 誉産業㈱ 17,478,300
湧蓋山登山道トイレ整備工事 悠春工房㈱ 1,491,000
町道蓬莱線横断側溝布設替工事 ㈱伊藤組 1,076,250
町道蔵園線側溝布設替工事 ㈱肥後建設社 2,031,750
町道別所江古尾線流末処理工事 ㈲さとう工業 4,588,500
小国町役場庁舎階段ホール改修
工事 ㈲坂田工務店 2,445,450

小国町橋梁長寿命化修繕計画策
定業務委託

㈱建設プロジェクト
センター

11,550,000

町営住宅桜ヶ丘団地一部解体撤
去工事 ㈲時松産業 1,806,000

町営柏田住宅9号棟浴室改修工事 小野水道工事店 7,140,000

お
ぐ
に
け
い
さ
つ

215

地
域
安
全

　
コ
ー
ナ
ー

通報・相談先 
46-2110

～
児
童
虐
待
は
社
会
全
体
で

解
決
す
べ
き
問
題
で
す
～

◆
児
童
虐
待
か
な
？
と
思
っ
た
ら
た

め
ら
わ
ず
に
電
話
を
！

　
「
児
童
虐
待
の

防
止
等
に
関
す
る

法
律
」で
は
、児
童

虐
待
を
受
け
た
と

思
わ
れ
る
児
童
を

発
見
し
た
者
は
、

速
や
か
に
、
児
童

相
談
所
等
に
通
告
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す

※�

連
絡
し
た
方
の
秘
密
は
守
ら
れ
ま

す
。

振
り
込
め
詐
欺

　
　
　
　
　
増
加
中
！！

＊
み
ん
な
で
つ
く
ろ
う
安
心
の
街
・
小
国
郷
＊

児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間

　
県
内
で
は
、振
り
込
め
詐
欺
に
よ

る
被
害
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

　
詐
欺
の
手
口
を
知
り
、被
害
に

遭
わ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

主
な
手
口
と
し
て

　
◇
オ
レ
オ
レ
詐
欺

　
◆
架
空
請
求
詐
欺

　
◇
融
資
保
証
金
詐
欺

　
◆
還
付
金
詐
欺

そ
の
他
の
手
口
と
し
て
、

　
・
未
公
開
株
式
・
社
債
取
引

　
・
宝
石
発
掘
権
へ
の
投
資

　
・
納
骨
堂
購
入
名
目

　
・
パ
チ
ン
コ
攻
略
法
等

　
・
過
去
の
損
失
補
て
ん

　
・
異
性
交
際
あ
っ
せ
ん

　
・「�

名
義
貸
し
」に
対
す
る
違
法

取
引

な
ど
に
絡
め
て
現
金
の
要
求
を
し

ま
す
。「
自
分
だ
け
は
大
丈
夫
」と

思
わ
ず
に
、被
害
を
未
然
に
防
止

し
ま
し
ょ
う
。

【児童相談所】
☎ 096-381-4451
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164

（単位：円・１立方当たり）

1 1 月 　 木 材 市 況 状 況

　

市
況
の
状
況
で
す
が
、九
州
圏
内
で

原
木
出
荷
量
が
増
え
て
い
る
こ
と
や
10

月
は
優
良
材
市
に
挟
ま
れ
た
こ
と
で
、

小
径
木
や
曲
材
、傷
材
中
心
の
販
売
に

な
り
ま
し
た
。平
均
単
価
９
千
円
台
で

す
が
、少
し
ず
つ
高
値
取
引
さ
れ
始
め

ま
し
た
。中
目
材
や
良
質
材
は
安
定
し

て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、製
材
品
も
少
し
動
き
だ
し

た
よ
う
で
原
木
価
格
に
反
映
し
て
く
る

事
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
営
利
販
売
に
努
力
す
る
の

で
、原
木
出
材
は
小
国
町
森
林
組
合
へ

の
出
材
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

人
や
車
や
家
に
も
保
険
が
あ
る
よ
う

に
、森
林
に
も
災
害
か
ら
大
切
な
森

林
を
守
る
保
険
が
あ
り
ま
す
。災
害

は
、万
全
を
期
し
て
も
避
け
ら
れ
る

も
の
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。ま
た
、い
つ

被
災
す
る
か
予
測
を
す
る
こ
と
も
で

き
な
い
も
の
で
す
。ひ
と
た
び
被
災
す

る
と
、復
旧
に
は
大
き
な
負
担
を
要

し
、林
業
経
営
の
基
盤
を
揺
る
が
す

こ
と
に
も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。長
年

大
切
に
育
て
て
き
た
森
林
が
、一
度
の

災
害
で
大
き
な
損
失
を
受
け
て
し
ま

い
ま
す
。そ
ん
な
時
、森
林
国
営
保
険

は
、大
き
な
力
を
発
揮
し
ま
す
。少
し

の
負
担
で
大
き
な
安
心
を
、森
林
国

営
保
険
に
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

　

今
回
で
18
回
目
と
な
る
小
国
郷
優

良
材
市
が
阿
蘇
森
林
組
合
南
小
国
共

販
所
で
11
月
５
日
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。次
回
号
で
詳
細
を
報
告
し
ま
す
。

　

時
期
的
に
は
早
い
で
す
が
、苗
木
の

注
文
を
随
時
、森
林
組
合
事
務
所
で

受
付
け
て
い
ま
す
。早
め
の
予
約
を
お

勧
め
し
ま
す
。

木
材
価
格
の
状
況

第
18
回
小
国
郷
優
良
材
市
開
催
！

杉
・
桧
苗
注
文
受
付
！

共　　販　　日 10月 1日 10月15日

販　売　数　量 870㎥ 1,463㎥

販　売　金　額 　7,918 千円 13,497千円

総　　平　　均 　9,104 円 9,227円

樹種 長さ 直　径 直材平均 直材高値 直材平均 直材高値

杉

4m

99～ 13 7,000 7,000 7,200 7,390
14 11,000 11,000 10,450 10,700

16 ～ 18 11,800 13,500 13,290 13,290
20 ～ 22 13,210 15,000 13,220 15,200
24 ～ 28 13,290 16,500 14,270 15,990
30cm上 13,880 23,000 13,900 21,000

3m

　9～ 1313 6,810 6,810 6,500 6,500
14 10,560 12,000 　11,000 　11,000

16 ～ 18 11,630 12,980 11,350 12,930
20 ～ 22 12,900 12,900 12,200 13,590
24 ～ 28 11,630 12,690 14,070 14,400
30cm上 11,470 14,500 14,570 15,000

2m 16cm上 4,100 4,100 5,250 7,610

6m
14 ～ 18 14,000 14,000 ― ―
20～ 28 15,230 16,000 15,220 16,000
30cm上 21,370 23,910 　16,970 31,500

桧
4m

10～ 16 ― ― ― ―
18cm上 12,000 12,000 ― ―

6m 30cm上 ― ― ― ―

産業

小 国 町 家 畜 市 場 結 果
開催日：平成24年10月5日

品　種 種　別 今回取引頭数
平均取引価格（円）

今 回 前 回 増 減

あ　か
雌 17 321,370 296,100 25,270

去　勢 12 357,613 359,418 △1,805

黒
雌 13 309,925 278,497 31,428

去　勢 6 398,650 310,380 88,270
計 48 － － －

森
林
国
営
保
険
に
つ
い
て
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募集・おしらせ

　12 月 1 日は、「世界エイズデー」です。阿蘇保健
所では、「世界エイズデー」の一環として、通常の検
査日に追加して検査を実施します。検査は、無料・
匿名で受けられます。エイズは HIV というウイルスに
感染して起こる病気です。感染から発病まで数年の潜
伏期があり、感染していても早期に発見し治療を始め
ることで、発病を予防することができます。検査結果
は、採血後、約１時間でお知らせします。
◎日時　12 月 3 日（月）4 日（火）5 日（水）・7 日（金）
　　　　の 9：00 ～ 16：00
　　　　12 月 6 日（木）の 9：00 ～ 19：00
◎場所　阿蘇保健所
問阿蘇保健所保健予防課（担当・福田）
　☎ 32-0535

　障害者虐待防止法「障害者虐待の防止、障害者の
養護者に対する支援等に関する法律」は、虐待によっ
て障害者の権利や尊厳がおびやかされることを防ぐ
法律です。身体障害、知的障害、精神障害（発達障
害を含む。）のある人やその他の心身の機能の障害
がある人で、障害や社会的障壁により、継続的に日
常生活又は社会生活に相当な制限を受けている人が
対象です。
◎障害者虐待の種類
　 障害者虐待防止法では、虐待を以下の 3 種類に分

けています。
　①養護者による虐待
　②障害福祉施設従事者等による虐待
　③使用者による虐待
◎通報義務
　 障害者虐待に気づいた人には、各市町村の虐待防

止センターへの通報義務があります。地域ぐるみ
の早めの対応や支援が、虐待されている障害者だ
けでなく、虐待している家族などが抱える問題の解
決にもつながります。

◎通報先　小国町障害者虐待防止センター
　　　　　（小国町役場　福祉課）☎ 46-2116

世界エイズデー：エイズの無料・匿名検査実施 １０月１日、虐待防止法が施行されました

　小国町では、光ファイバー網の整備により光ブロー
ドバンドサービスが受けられるようになりました。光ブ
ロードバンドは、「定額制料金」で「つなぎ放題」の「大
容量・高速サービス」です。今までにない、新しいサー
ビスの提供で、快適な暮らし、安全な生活、地域づ
くりが実現します。
　調べ物やネットショッピング、動画、ネットワークゲー
ム、ひかり電話などが利用できるほか、今後は、安
心安全な町づくり、産地直売など多方面への活用が
期待できます。10 月 1 日からは、さらに高速のプラ
ンがスタート。利用の少ない方向けのプランもありま
す。光ブロードバンドで新しいライフスタイルを楽し
みませんか？
◎申込先　小国町役場情報課　☎ 46-2113
問サービスに関して　ＮＴＴ熊本支店阿蘇営業所
　☎ 0800-2001644（平日 9：00 ～ 17：00）

あなたの暮らしに光ブロードバンドサービスを

　11 月 11 日から 17 日は、「税を考える週間」です。
「税を考える週間」は、国民生活に深いかかわりを
持っている税について、その必要性や役割・使途を
分かりやすく説明することで、皆さんに税に対する理
解をより深めていただくために設けられています。
　今年は、「税の役割と税務署の仕事」をテーマとし
て、適正・公平な課税及び徴収の実現に向けた国税
庁の取組や今後の課題について、様々な機会を通じ
て紹介することにしています。
　国税庁ホームページ内（「税の役割と税務署の仕
事」バナーからリンク）には、国税庁の取組等につ
いて分かりやすく紹介しているページがあります。是
非ご覧ください（http://www.nta.go.jp）。

ご存じですか？「税を考える週間」

　中皮腫や肺がんなどを発症し、それが労働者とし
て石綿ばく露作業に従事していたことが原因であると
認められた場合には、労災保険法に基づく各種の労
災保険給付や石綿救済法に基づく特別遺族給付金が
支給されます。
　石綿による疾病は、石綿を吸ってから非常に長い
年月を経て発症することが大きな特徴です。中皮腫
などで亡くなった人が過去に石綿業務に従事していた
場合には、労災保険給付等の支給対象となる可能性
があるので、まずは下記にご相談ください。制度のご
案内は厚生労働省ＨＰでもご覧になれます。
問熊本労働局　☎ 096-355-3186
    菊池労働基準監督署　☎ 0968-25-3136

石綿による疾病の補償・救済について
～中皮腫や肺がんなど～

平成25年度保育園入園のご案内は、
9ページをご覧」ください
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募集・おしらせ

宿徳大学　講演会のお知らせ

第31回小国町ロードレース大会参加者募集 11月の年金相談日が、15日に変更になりました小国町外一ヶ町公立病院組合（小国公立病院）
職員採用のご案内

ひとり親家庭等在宅就業支援事業の
訓練参加者募集！！

「社会保険料(国民年金保険料)控除証明書」が発行さ
れます～年末調整・確定申告まで大切に保管を！～

　ひとり親家庭等の就業支援を推進するため、仕事に
必要な知識と技術を身につける訓練の参加者を募集し
ます。訓練後は、実際に「コンタクトセンターオペレー
タ」として就業して貰います。参加者には訓練期間中、
訓練手当が支払われます。訓練内容や応募方法などの
詳細は、下記問合先までお尋ねください。
◎訓練期間（基礎 5ヶ月 ･ 応用 7ヶ月）
　　第 1 期　平成 25 年 1 月から 12 月
　　第 2 期　平成 25 年 2 月から平成 26 年 1 月
◎対 象 者　母子家庭の母、父子家庭の父、寡婦
◎募集人数　100 人（適正審査・面接有）
◎募集期間　11 月 22 日（木）まで
問小国町役場福祉課　☎ 46-2116

　国民年金保険料は所得税と住民税の申告で、全額
が社会保険料控除の対象となります。その年の 1 月 1
日から 12 月 31 日までに納付した保険料が対象です。
　この社会保険料控除を受けるためには、支払ったこ
とを証明する書類の添付が義務付けられているので、
日本年金機構では今年 1 月 1 日から 9 月 30 日までの
間に国民年金保険料を納付された方に、『社会保険料

（国民年金保険料）控除証明書』を 11月上旬に送付
します。年末調整や確定申告には、必ずこの証明書（又
は領収証書）を添付してください。
　ただし、10 月 1 日から 12 月 31 日までの間に今年
初めて国民年金保険料を納付した人には、来年 2 月上
旬に送付されます。
　なお、家族の国民年金保険料を納付された場合も、
本人の社会保険料控除に加えることができるので、家
族あてに送られた控除証明書を添付のうえ申告してくだ
さい。
　「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」につ
いての照会は、控除証明書のはがきに表示されている
番号にお問い合わせください。
◎ 控除証明書専用ダイヤル　☎ 0570-070-117
　（平成 24 年 11 月 1 日～平成 25 年 3 月 15 日）
　※ 050 または 070 から始まる電話からは、☎ 03-
　　6700-1130

　宿徳（しゅうとく）とは、年功を積んだ徳の高い人、
または落ち着いていて貫禄のあるさまなどの意味があ
ります。まさに高齢者の皆さんそのものであり、様々な
知識を蓄え、これからの人生をより豊かなものにしてい
ただけたらと、老人大学から名称が変わりました。今
回も講師に小国町出身のまつざきクリニック院長松崎雅

（ただす）氏を迎え、講演会を開催します。入場無料で、
どなたでも参加できます。多数のご参加をお待ちして
います。
◎日　時　11 月 18 日（日）13：30 ～
◎場　所　小国町開発センター 5 階
◎テーマ　認知症とその予防について
問小国町教育委員会　☎ 46-3317

　青少年の健全育成と体力増進、そしてお互いの交流
を図ることを目的に、今年も小国町ロードレース大会
を開催します。たくさんの参加をお待ちしています。
◎日時　11 月 24 日（土）
   9：15 開会式　10：00 スタート
◎場所　消防北部分署（スタート・ゴール）
◎距離　小学 1・2 年生（男子１キロ、女子１キロ）
　　　　小学 3 年生（男子 2 キロ、女子 1 キロ）
　　　　小学４年生（男子 2 キロ、女子 2 キロ）
　　　　小学 5・6 年生（男子 3 キロ、女子 2 キロ）
　　　　中学生（男子 5 キロ、女子 3 キロ）
　　　　高校・一般（男子 5 キロ、女子 3 キロ）
◎参加料　小・中・高：300 円　一般：500 円
◎申込期限　11 月 20 日（火）
問・申込み　小国町教育委員会　☎ 46-3317

　小国町外一ヶ町公立病院組合（小国公立病院）の
職員採用を行います。詳細は、同病院のホームページ
をご覧ください。
◎採用職種　一般事務
◎採用予定人数　１人程度
◎受験資格　高校卒業程度で昭和 57 年 4 月 2 日～ 
 　　 平成 7 年 4 月 1 日までに生まれた人
◎受付期間   11 月 22 日（木）まで（土日を除く）
　　　　　   郵送は、11 月 22 日当日消印有効。
◎試 験 日　12 月 9 日（日）
◎試 験 地　小国町（おぐに老人保健施設）
問小国公立病院事務局　☎ 46-3111
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カレンダー・お知らせ

水 道 当 番 店

11/17 土

（有）産 　 　   　 　 興 ☎46-2507

（ 有 ）穴   井   住   設 ☎46-2331

宮 崎 水 道 ☎46-5048

北 里 設 備 ☎46-5573

11/18 日

小 野 水 道 工 事 店 ☎46-3190

佐 藤 設 備 ☎46-5174

た か の 住 設 ☎46-2731

11/23 金

北里電業水道設備(有) ☎42-1009

大 塚 水 工 ☎46-2163

志 屋 水 道 ☎46-4625

11/24 土

（ 有 ）伊   藤   設   備 ☎46-2231

（ 資 ）小 国 資 源 開 発 ☎46-4078

瀬 尾 設 備 ☎46-3580

11/25 日

伊 藤 鉄 工 所 ☎46-2343

宮 崎 ポ ン プ 店 ☎46-2236

（ 有 ）大  阿  蘇  電  総 ☎46-4325

12/1 土

（ 有 ）宇   野   電   器 ☎46-2240

（ 有 ）財   津   総   業 ☎46-2819

キタザト商 店 水 道 部 ☎46-6148

12/2 日

（有）産　　　　　興 ☎46-2507

（ 有 ）穴   井   住   設 ☎46-2331

宮 崎 水 道 ☎46-5048

北 里 設 備 ☎46-5573

12/8 土

小 野 水 道 工 事 店 ☎46-3190

佐 藤 設 備 ☎46-5174

た か の 住 設 ☎46-2731

12/9 日

北里電業水道設備（有） ☎42-1009

大 塚 水 工 ☎46-2163

志 屋 水 道 ☎46-4625

12/15 土

（ 有 ）伊   藤   設   備 ☎46-2231

（ 資 ）小 国 資 源 開 発 ☎46-4078

瀬 尾 設 備 ☎46-3580

学 校 公 開 日
12/17 月 小国小・小国中　9：30 ～ 12：30

消 費 生 活 相 談
問住民課支援係　☎ 46-2115

火 　　11 / 20・27　　　12 / 4・11

木 　　11 / 22・29　　　12 / 6・13
◎場所　小国町役場１階 相談室
◎時間　9：00～16：00　　　　

師走
11 16 1215
霜月

くまもとアートポリス25周年記念
国際シンポジウム『熊本から、みんなで考え

る － 郷土、文化的資産、世界』

　「みんなで考える」をテー
マに、建築を含め、世界に情
報発信する熊本のさまざまな
可能性を探ります。入場は無
料です。
◎日　時  11 月 23 日（金・祝）

13：30 ～ 17：00
◎会　場
くまもと森都心プラザ　
◎基調講演　

「Humane Architecture －共につくることの大切さ」
ペーター・ヒューブナー（ドイツの建築家）
◎鼎　 談

「蒲島知事が、小山薫堂、伊東豊雄と考える－ク
マモトからの可能性」　　　　
問熊本県建築課　☎ 096-333-2537

　小国にはステキな秋があります。その中の代表
的なものが、下城の大イチョウとふるさとの秋祭り。
今月号はいつもとは志向を変えて、表紙と裏表紙
に秋を散りばめてみました。ぜひ、広げてご覧く
ださい。もしかしたら、秋の中に自分や家族、お
友だちがいるかもしれませんよ。

　生まれて初めて、ジャガイモに中（あた）って
しまいました。ジャガイモには（特に芽）には毒
があるので気をつけないといけないとよく聞きま
すが、まさかッという感じです。味見で生煮えのも
のを食べたのが悪かったのでしょう。幸い軽症で
したが、注意が必要です。イモ・・・といえば、
秋はさつまいも。個人的には、唐イモと呼ぶのが
好きです。農政係のカウンターに、ワタシの立派
なふくらはぎよりも大きな唐いもが登場。きっと皆
さんのお宅の食卓にも美味しい唐イモや秋の味覚
が並んでいることでしょう。（モリエミ）

表紙と裏表紙の写真

編集後記
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元気クラブ
問地域包括センター　☎ 46-2116

11/14 水
9：30～ 塩井川公民館

13：30～ 悠ゆう館

11/15 木
9：30～ 黒渕公民館

13：30～ 杖立温泉会館

11/16 金
9：30～ 万成寺公民館

13：30～ 旧下城小体育館

11/20 火
9：30～ 桜が丘集会所

13：30～ 西村公民館

11/21 水
9：30～ 北里3部集会所

13：30～ 室原集会所

11/22 木
9：30～ 宮原7部集会所

13：30～ 西里多目的集会所

12/5 水
9:30～ 塩井川公民館

13：30～ 悠ゆう館

12/6 木
9：30～ 黒渕公民館

13：30～ 杖立温泉会館

12/7 金
9：30～ 万成寺公民館

13：30～ 旧下城小体育館

12/12 水
9：30～ 北里3部集会所

13：30～ 室原集会所

12/13 木
9：30～ 宮原7部集会所

13：30～ 西里多目的集会所

11/16 金
住民健診  パラソル  8：00～11：00�※事前申
込必要

17 土
小中合同文化発表会
美術教室美術コース（坂本善三美術館13：00
～16：00）

18 日 宿徳大学講演会   開発  13：30～15：00

19 月 心配ごと相談   パラソル   10：00～11：30

20 火
熊本県伝統工芸館巡回展（坂本善三美術館
本館25日まで）

21 水

22 木

23 金 勤労感謝の日　　　　　  パラソル  �休館日

24 土
第31回小国町ロードレース大会
美術教室手づくりコース（坂本善三美術館
13：00～16：00）

25 日

26 月 無料法律相談  開発  301号室 10：00～15：00

27 火

28 水 １歳児歯科健診  開発  受付13：00～13：15

29 木

30 金 育児相談  開発  10：00～12：00

12/1 土

2 日

3 月
心配ごと相談   パラソル   10：00～11：30
J-ALERT緊急地震伝達訓練（予定）

　4 火 小国家畜市場

　5 水
3～4ヶ月児及び6～7ヶ月児健診  開発  受付
13：00～13：15

　6 木

　7 金
年金相談  開発  405号室10：00～15：00

【予約制☎096（367）2503】

　8 土
人権啓発フェスティバル（ パラソルセンター
周辺9：00～16：00）※隣保館内展示～16日

　9 日  パラソル �休館日

10 月

11 火 行政相談  パラソル  10：00～12：00

12 水

13 木
青少年健全育成協議会講演会「すごい弁当力！
人と自分を大切にする食」小国中体育館
14：00～15：20

14 金

15 土

15 木

   パラソル  パラソルセンター　  開発  開発センター

休日在宅医
11/18  ～   
　　12/9

小 国 公 立 病 院 ☎46-3111

11/18 松 見 内 科 ｸ ﾘ ﾆ ｯ ｸ ☎22-0260

11/23 古 閑 医 院 ☎22-3000

11/25 坂 梨 ﾊ ｰ ﾄ ｸ ﾘ ﾆ ｯ ｸ ☎24-6262

12/2 たくもと小児科クリニック ☎34-2202

12/9 眼科　古嶋医院 ☎34-0008

15

小国のカレンダー

平成24年10月1日現在（前月比）

総人口 8,079人
（＋ 13）

女　性 4,247人
（＋  7）

世帯数 3,128戸
（＋  12）

男　性 3,832人
（＋  6）

町
の
う
ご
き

今月号の『ほのぼの家族』は、「秋特集」のためお休みしました。
次回は、12月号で紹介します。
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２
０
１
２
ふ
る
さ
と
の
秋
祭
り
が
今
年

も
10
月
16
日
か
ら
10
月
18
日
に
か
け
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

朝
か
ら
商
工
会
青
年
部
の
「
ち
ん
ど
ん

や
」
に
園
児
た
ち
が
興
奮
し
、
御
神
火
が

町
内
を
回
っ
た
16
日
。

　

赤
ち
ゃ
ん
ハ
イ
ハ
イ
に
、
子
供
相
撲

と
子
ど
も
た
ち
の
元
気
な
姿
に
沸
き
、

の
ど
自
慢
大
会
と
商
工
会
青
年
部
に
わ

か
の
“
ア
ツ
い
演
技
”
に
盛
り
上
が
っ

た
17
日
。

　

そ
し
て
、
最
終
日
の
18
日
。
園
児
、

小
・
中
学
生
が
一
生
懸
命
に
練
習
し
て
き

た
踊
り
を
披
露
し
、
各
大
字
協
議
会
の
作

り
物
も
加
わ
っ
た
賑
わ
い
パ
レ
ー
ド
。
こ

の
日
デ
ビ
ュ
ー
し
た
「
お
ぐ
た
ん
」
と

「
く
ま
モ
ン
」
も
パ
レ
ー
ド
に
飛
び
入
り

し
て
沿
道
か
ら
は
、
大
歓
声
。
下
を
く
ぐ

る
と
ご
利
益
が
あ
る
と
い
う
神
輿
に
老
若

男
女
が
列
を
作
り
、
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

来
年
の
秋
も
み
ん
な
で
楽
し
み
た
い
で

す
ね
。

2012ふるさとの秋祭り
　小国がひとつになった日　10/16〜10/18


